








要約 川崎病は,全身の血管炎であり,冠状動脈ばかりでなく大動脈も侵されることが知ら

れている。今回,我々は,川崎病既往児の大動脈の特性を調べるため,大動脈脈波速度および

大動脈入力インピーダンスについて検討した。対象は,急性期に 8㎜以上の冠動脈瘤を有し

た患児8名,4mm以上8㎜未満の冠動脈瘤を有した患児6名,また,コントロールとして先天

性心疾患のうち大動脈に影響のない PS など 6 名とした。大動脈脈波速度,terminal 

impcdance および characteristic impedanceｈは,各群聞に有意差を認めなかった。今回の

検討では,川崎病既往児の大動脈の特性に有意な変化は認められなかった。 


